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条 幅 規 定 参 考 手 本　　― 3 月末日 締切 ―
 

〈 

楷　

 

書 

〉
（
こ
の
課
題
で
書
体
は
自
由
。
但
し
、
こ
の
課
目
は
一
人
一
点
の
み
と
す
る
）

 

〈 

行　

 

書 

〉

井
之
上　

南　

岳　

先
生
書

　

次
号
予
告
「
雨
過
春
城
花
氣
細　

風
清
亭
館
樂
聲
幽
」

□
梅
花
水
を
隔へ
だ

て
香
客
を
撩か
す

め
。
野
鳥
林
を
穿う
が

ち
語
人
を
喚よ

ぶ
。（
陸
放
翁
）

条幅随意・条幅随意（臨書）参考手本　　― 3 月末日 締切 ―

清　

原　

大　

龍　

先
生
書

　

川
の
向
う
か
ら
梅
の
花
の
清
き
香
り
が
此
方
に
吹
き
送
り
何
と
も
言
え
な
い
よ
い
香
り
で
あ
る
。
野
辺
に
鳴
く
鳥
の
声
は
林
の
中
か
ら
人
を
呼
ぶ
よ
う
に
聞
え
る
。
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条幅随意・条幅随意（臨書）参考手本　　― 3 月末日 締切 ―

条
幅
随
意
（
臨
書
）（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
は
一
人
一
点
の
み
と
す
る
）

舟　

尾　

圭　

碩　

先
生
書

山　

本　

飛　

雲　
先
生
臨

□ 

と
免め

こ
可か

し　

梅
佐さ

可か

り
な
る　

わ
可か

や
と
を　

う
登と

き
も
人
盤は　

を
り
耳に

こ
そ
よ
れ　
　

≪
新
古
今
和
歌
集
五
一　

西
行
法
師
≫

　

  

と
め
こ
か
し　

梅
さ
か
り
な
る　

わ
か
宿
を　

疎
き
も
人
は　

を
り
に
こ
そ
よ
れ

条
幅
随
意
（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
の
い
ず
れ
か
一
点
の
み
と
す
る
）

▽
温
彦
博
碑�

唐
儉
工
部
侍
郞
盧
義
恭
護
喪
行
中
書
侍
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半 紙 規 定 参 考 手 本　　 ― 3 月末日 締切 ―

（この課題で書体は自由。但、この課目は一人一点とする）

条 幅 随 意 参 考 手 本　　 ― 3 月末日 締切 ―

条
幅
随
意
（
半
折
1/2
横・
の・
み・
） （
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
の
い
ず
れ
か
一
点
の
み
と
す
る
）

吉　

田　

成　

堂　
先
生
書

□ 

氷
川
の
村
（
抄
）
田
中
冬
二
の
詩　
　

山
の
村
の
雑
穀
屋　

白
壁
の
土
蔵
の
横　

粉こ

米ご
め

桜さ
く
らが

咲
い
て
ゐ
た

≪
手
本
（
課
題
例
）
に
と
ら
わ
れ
ず
意
欲
的
な
作
品
を
期
待
し
ま
す
。≫　
　

 

半
折
作
品
は
各
課
目
ご
と
に
横
1/8
に
一
枚
ず
つ
た
た
ん
で
提
出
く
だ
さ
い
。

条
幅
随
意
（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
の
い
ず
れ
か
一
点
の
み
と
す
る
）

吉　田　成　美 先 生 書

条幅随意（半折1/2）漢字・詩文書の手本は、各月 
交互の掲載となります。

□ 

開か
い　

花か

   

・
草
木
の
花
が
開
く
こ
と

   

・
物
事
の
成
果
が
み
の
る
こ
と

	

九
州
は
、
冬
ら
し
い
冬
も
な
く
も
う
春
。

	

桜
の
開
花
を
聞
く
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

	

七
月
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
開
催
さ
れ
、

	

日
本
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

	

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
を
心
待
ち
に
し
な
が
ら

	

私
た
ち
も
書
作
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。



5

半 紙 規 定 参 考 手 本　　 ― 3 月末日 締切 ―

（この課題で書体は自由。但、この課目は一人一点とする）

□
虫
鳴
い
て
桑そ

う

葉よ
う

飛
ぶ
。（
李
嘉
祐
）

　

桑
の
葉
が
風
に
舞
う
こ
ろ
に
な
る
と
、
虫
の
音
も
し
き
り
と
な
る
。

吉　田　成　美  先 生 書

次
号
予
告
「
風
光
動
四
隣
」
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半 紙 随 意 参 考 手 本　　 ― 3 月末日 締切 ―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

半紙随意の漢字・詩文書の手本は、各月 交互の掲載となります .

半 紙 規 定 参 考 手 本　　 ― 3 月末日 締切 ―

（この課題で書体は自由。但、この課目は一人一点とする）

□
虫
鳴
い
て
桑そ

う

葉よ
う

飛
ぶ
。（
李
嘉
祐
）

　

桑
の
葉
が
風
に
舞
う
こ
ろ
に
な
る
と
、
虫
の
音
も
し
き
り
と
な
る
。

吉　田　成　美  先 生 書

次
号
予
告
「
風
光
動
四
隣
」
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半 紙 随 意 参 考 手 本　　 ― 3 月末日 締切 ―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

秋　永　春　霞  先 生 書

半紙随意の漢字・詩文書の手本は、各月 交互の掲載となります .

≪
詩
文
書
≫　
「
春
の
朝
」 　

雀
が
鳴
く
な　

い
い
日
和
だ
な　
　

金
子
み
す
ヾ
の
詩
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半 紙 随 意（ 臨 書 ）参 考 手 本　　 ― 3 月末日 締切 ―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目は一人一点とする）

≪
臨　

書
≫　

政
法
の
特
徴
を
念
頭
に
置
き
、
整
斉
な
風
趣
に
心
掛
け
て
書
き
ま
し
ょ
う

「
東
園
」

▽
温
彦
博
碑

半 紙 随 意 参 考 手 本　　  ― 3 月末日 締切 ―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

吉　田　成　美  先 生 臨
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半 紙 随 意 参 考 手 本　　  ― 3 月末日 締切 ―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

≪
仮　

名
≫　

と
め
こ
可か

し　

梅
さ
可か

り
な
る　

わ
可か

宿
を　

う
と
き
も
人
盤は　

を
り
耳に

こ
そ
よ
れ

舟　尾　圭　碩  先 生 書

　

と
め
こ
か
し　

梅
さ
か
り
な
る　

わ
か
宿
を　

疎
き
も
人
は　

を
り
に
こ
そ
よ
れ
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半 紙 随 意 参 考 手 本　　  ― 3 月末日 締切 ―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

半紙随意の実用書・手紙文の手本は、各月 交互の掲載となります

一 般 硬 筆 部 参 考 手 本 ≪Ａ≫　   ― 3 月末日 締切 ―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目Ａ・Ｂのいずれか一点のみとする）

兵　頭　白　慧  先 生 書

≪
実
用
書
≫　
元
日　

成
人
の
日　

建
国
記
念
の
日　

天
皇
誕
生
日　

春
分
の
日

　

昭
和
の
日　

憲
法
記
念
日　

み
ど
り
の
日　

こ
ど
も
の
日
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一 般 硬 筆 部 参 考 手 本 ≪Ａ≫　   ― 3 月末日 締切 ―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目Ａ・Ｂのいずれか一点のみとする）

≪
暮
ら
し
に
役
立
つ
書
≫　
　
　

兵　頭　白　慧  先 生 書

罫
の
あ
る
便
箋
に
書
い
て
み
よ
う
。
≪
26
㎝
×
18
㎝
≫　

紙
質
は
自
由
。

※ 本研究社にて「特選便箋」を発売しております。本誌裏面をご参照の上、ご利用ください。
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一 般 硬 筆 部 参 考 手 本 ≪Ｂ≫　 ― 3 月末日 締切 ―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目Ａ・Ｂのいずれか一点のみとする）

吉　田　成　美  先 生 書
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一般の方も是非チャレンジしてください。坂元紫香　先生書

今月のかきかたドリル（形や注意する点に気をつけてゆっくり書こう�）
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（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
の
も
の
も
よ
い
。
但
し
、
そ
の
学
年
に
ふ
さ
わ
し
い
語
句
が
望
ま
し
い
。）

小 学 ４ 年 小 学 ３ 年 小 学 ２ 年 ようねん・小学１年

≪
条
幅
1/4=

四
尺
画
仙
紙
半
折
1/4
…
68
㎝
×
17
・
５
㎝
≫　

秋　

永　

春　

霞  

先 

生 

書

中学 ２・３年 中 学 1 年 小 学 ６ 年 小 学 ５ 年

学 生 部 条 幅1/4  参 考 手 本   　  　― 3 月末日 締切 ―学 生 毛 筆 部 規 定 参 考 手 本　　　　― 3 月末日 締切 ―
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学 生 毛 筆 部 規 定 参 考 手 本　　　　― 3 月末日 締切 ―

よ
う
ね
ん
・
小
学
一
年

次
号
予
告
「
こ　
　

け
」

□
ふ
で
は
、
軸じ
く

の
部ぶ

分ぶ
ん

だ
け
を
ま
わ
さ
ず
、
腕う
で

全ぜ
ん

体た
い

を
つ
か
っ
て
元
気
よ
く
書か

き
ま
し
ょ
う
。

坂　元　紫　香  先 生 書

小
学
二
年

□
書
き
始
め
は
、
筆
の
鋒ほ

先さ
き

を
き
れ
い
に
整
え
、
正
し
い
姿し

勢せ
い

で
伸
び
や
か
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

次
号
予
告
「
い
の
ち
」

小
学
三
年

次
号
予
告
「　

上　

」

□
平
仮
名
は
懐
ふ
と
こ
ろを

広
く
、
漢
字
は
点
画
の
筆
使
い
（〝
ハ
ラ
イ
〟・〝
ソ
リ
〟・〝
ハ
ネ
〟）
に
気
を
つ
け
て
書
こ
う
。

吉　田　成　美  先 生 書

小
学
四
年

□
字
形
は
や
ゝ
縦
長
に
し
、
行
の
中
心
や
文
字
の
空
間
に
も
気
を
つ
け
て
、
明
る
く
伸
び
や
か
に
書
こ
う
。

次
号
予
告
「　

右　

」
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学 生 毛 筆 部 規 定 参 考 手 本　　　　― 3 月末日 締切 ―

小
学
五
年

次
号
予
告
「
さ
く
ら
草
」

□
「
進
」は
〝
隹
〟
の
筆
順
に
気
を
つ
け
、「
勇
・
気
」
は
た
て
長
に
字
形
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

秋　永　春　霞  先 生 書

小
学
六
年

□
横
画
の
長
さ
の
違
い
に
注
意
し
て
、、「
夕
」
の
左
払
い
を
伸
び
や
か
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

　

次
号
予
告
「　

街　

」

中
学
一
年

次
号
予
告
「
探　
　

究
」

□
文
字
の
中
心
を
意
識
し
な
が
ら
、「
不
・
言
」
は
横
画
、「
実
・
行
」
は
部
首
に
注
意
し
て
書
こ
う
。

吉　田　成　美  先 生 書

中
学
二
・
三
年

□
漢
字
と
平
仮
名
の
大
き
さ
、
気
脈
に
注
意
し
て
、
線
の
強
弱
を
意
識
し
な
が
ら
伸
び
や
か
に
書
こ
う
。

次
号
予
告
「
開　
　

花
」（
行
書
）
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学
生

硬
筆

部
規

定
参

考
手

本
　

　
　

―
3

月
末

日
締

切
―

とめるとめる

坂
　

元
　

紫
　

香
　

先
生

書
　

ようねん（※ようねんの方は、小学一年の課題を書いてもよい。但、審査は従来通りです。）

はねる はらう

（あか）（う）（みみ）

上の　二本の

よこせんより　ながいつきでる

小学一年
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学
生

硬
筆

部
規

定
参

考
手

本
　

　
　

―
3

月
末

日
締

切
―

まっすぐ おろし 上と下の

　　　よこせんにつけるながくつきでる　ななめにはらう

坂
　

元
　

紫
　

香
　

先
生

書
　

小学二年

立ててよこせんにつける一かくで書く　ではない

小学三年
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学
生

硬
筆

部
規

定
参

考
手

本
　

　
　

―
3

月
末

日
締

切
―

立ててよこかくにつけるななめにうつとめる

（つめ）

坂
　

元
　

紫
　

香
　

先
生

書
　

小学四年

上の横画より短い

小学五年

小
　

畠
　

秋
　

聲
　

先
生

書
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学
生

硬
筆

部
規

定
参

考
手

本
　

　
　

―
3

月
末

日
締

切
―

点の方向に注意ななめにうつはねる

小
　

畠
　

秋
　

聲
　

先
生

書
　

小学六年

左上にはねる はらう

中学


